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医用画像機器工学Ⅱ （CT） ６

２１年国家試験 解答 ３，５

シングルスライスヘリカルCTの場合

ヘリカルピッチ ＝
テーブル移動距離 Δ

コリメーション幅 T

ヘリカルピッチの意味は、体軸方向のデータ量。

ピッチが大きい ＝ 体軸方向のデータ収集が粗い。

実際の撮影でのヘリカルピッチは 0.6 ～ 1.5 程度。

ピッチの値が小さいほど、
体軸方向の断層像の画質が良くなるが、
患者の被曝は多くなる。

マルチスライスヘリカルCTの場合

ヘリカルピッチは、管球（またはガントリ）が１回転す
る間に患者ベッド（テーブル）が移動する距離Δ を

ビーム厚（ 検出器列数 N x コリメーション幅 T )
で割った値。

マルチスライスヘリカルCTの場合

ビームピッチ ＝
テーブル移動距離 Δ

ビーム厚 NT

ディテクタピッチ ＝
テーブル移動距離 Δ

検出器１列分の検出器１列分の
コリメーション幅 T

実際の撮影でのビームピッチは 0.6 ～ 1.5 程度。

ビームピッチが １未満
→体軸方向データに重複（オーバーラップ）が生じる

ビームピッチが １以上
→体軸方向データに欠損（ギャップ）が生じる

ビームピッチ 0.66 の 鼻腔体軸断層像

ビームピッチ 1.25 階段状のアーチファクトあり
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ヘリカルＣＴにおける体軸（Ｚ軸）方向の分解能は、
Ｚ軸方向のデータ量が多いほど良好。

スライス厚が薄いほど、ヘリカルピッチが小さいほど
向上する。

ヘリカルピッチは、ベッド移動速度Δと ビーム幅ＮＴ
の比率で算出されるので、

スライス厚、ベッド移動速度、ビーム幅が
体軸（Ｚ軸）方向の空間分解能に影響する。

２２年国家試験 解答 ２

医療法施行規則

厚生労働省が定め、都道府県知事に命ずる
規則。
頻繁に改訂されるので就職後も要チェック。
最近の改訂は 平成25年1月18日。

医療の安全、
医療施設の開設運営、
医療従事者の義務や管理、
診療用放射線の防護等

に関する規則。

医療法施行規則 第30条3項

エックス線装置のＸ線管焦点皮膚間距離の規定

定格管電圧が70kV以下の口内法撮影用エックス線
装置、歯科用パノラマ装置、ＣＴ装置は、
１５cm以上 （歯科用は １５ｃｍ） （CTは １５ｃｍ）

定格管電圧が70kVを超える口内法撮影用エックス
線装置、移動型・携帯型エックス線装置、 乳房撮影
用エックス線装置は、
２０cm以上 （普通は ２０ｃｍ）

上記以外のエックス線装置は、４５cm以上

２２年国家試験 解答 ５ 医療法施行規則 第30条 では、

診療用Ｘ線発生装置のＸ線管焦点と患者皮膚
間距離の規定はあるが、

診療用Ｘ線発生装置からの患者の被ばく量に
関する規定はない。

患者には線量限度の考え方は適用されない。
（疾患の診断に要する被ばくは制限されない）

（医療従事者の被ばく量の線量限度の規定は
ある）
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２２年国家試験 解答 １
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２２年国家試験 解答 １
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ＭＲＩ は乳癌の診断に有用である。
腹臥位で撮像。（ＣＴでは無理。）
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２２年国家試験 解答 ３？ （５と思う）

ＭＲＩの信号強度は体表コイル位置で大きく変動する。

CT ファントム実験

血液中の造影剤濃度と

CT 画像の HU 値

との直線関係を導き、

血流量定量プログラムに

組み込んだ。

２２年国家試験 解答 ３ 経口造影剤 バリウムはCTに使用しない。

１．硫酸バリウム BaSO4

造影効果は良好。非ヨード剤。金属。X線透視用。
不溶性。腸に閉塞（イレウス）や運動低下が
あると腸管内で固まり停滞する。

２ ガストログラフィン 検査30～60分前に内服２．ガストログラフィン 検査30 60分前に内服
造影効果は劣るが、CTには十分使えるヨード剤。
腸に狭窄や穿孔を疑う場合に使用。
水溶性。安全。腸管内に停滞しない。
腸間膜から吸収されて尿へ排泄される。

３．陰性造影剤 炭酸ガス発泡剤内服、注腸
現在のヘリカルCTでは消化管描画に多用される。

DSＡ Digital Subtraction Angiography

造影したい血管にカテーテルを挿入し、造影剤を入
れない状態で Ｘ線画像を撮像。
次に造影剤を入れた状態で撮像。造影画像から造
影剤の入っていない画像を差分（subtraction）すると、
血管だけが画像化。画像は速やかに描出される。
カテーテル操作者に血管拡張術や塞栓術などを遂カテ テル操作者に血管拡張術や塞栓術などを遂
行するための情報を速やかに知らせる必要がある。


